
1　事業の概要

①　成果目標（H27)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

　国際大会の定着を目指すため、「ＦＩＳサマーグランプリジャンプ白馬大会」への助成を行う。

Ｈ27 H28
目標

H26末
（実績） 目標 成果 達成状況

－

12,000人
（5,000人）

合計 9,000 9,000

50人 42人 未達成

－－ － －

7,000

　長野冬季オリンピックの開催県として、県が所有するオリンピック施設（ラージヒル）を活用した「FISサマーグランプリジャンプ白馬大会」の
開催を支援し、有形無形のオリンピック財産を継承するとともに、県内の冬季競技の振興を図る。

　唯一の県営オリンピック施設の有効活用の観点から、助成を継続する。

成果目標の達成状況

項目

大会出場選手数

入場者数
※上段    ： 晴天時
　 括弧書 ： 荒天時

事業番号 15 09 11 事業改善シート （27年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 冬季国際大会経費補助事業費 担
当
課

部局 教育委員会事務局

3 スポーツの振興 実施期間 Ｈ22 ～

県が関与
する理由

県関与の必要性あり
【左記の説明、根拠法令等】

県単独補助金であるため。

課・室 スポーツ課

総合５か年
計画

プロジェクト  E-mail sports-ka@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開
7-3 生涯を通じた学びと文化・スポーツに親しむ環境づくり

目指す姿

現状
（予算編成

時）

県民との協働による実施： 検討中

成果目標・
事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H27事業実績
H27 H28

（当初） （決算） （当初）

冬季国際大会経費補助事業 補助金
「ＦＩＳサマーグランプリジャンプ白馬大会」実行委員会
へ助成を行った。

9,000 9,000 7,000

9,000 9,000 7,000

合計（A) 10,000 7,000
48人

27年度 28年度

当初予算 10,000

補正予算

区　　分（単位：千円） 25年度 26年度

Aの
財源

9,000 9,000

概　算
人件費

0.10 0.10 0.10 0.10

826

10,000 9,000 9,000

828

0 0 0 0

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施
今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか

本大会は、現在白馬ジャンプ競技場で開催されている唯一の国際大会であるため、引き続き支援を行うことにより、有形無形のオリンピッ
ク財産を継承するとともに、スキー競技の振興につなげていく。

目標に対
する成果
の状況

大会出場選手を募集したところ目標にこそ達しなかったが、想定と同規模の参加者であったため支障はなく、大会は成功裏に終わった。

 概算事業費（B（A）+C） 10,826 9,826 9,828 7,828

826 828

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

予
算
額

前年度繰越

10,000 9,000 9,000 7,000


